
 

  中学部 数学科 学習指導案 

日 時：令和４年１月２９日（土）  

９：３０～１０：２０ 

場 所：生活単元学習棟 集会室           

対 象：Ｄグループ ４名  

授業者：井上 滉太  平野 令子         

 

１ 題材名  『考えよう！データ研究員！』で、作成した二次元の表や棒グラフの情報を比較したり、問いに 

応じて考えたりして、データを考察しよう 

２ 題材設定の立場 

（１）題材について 

生

徒

観 

本グループは、１年生２名（Ａ・Ｂ）、２年生１名（Ｅ）、３年生１名（Ｉ）の４名が在籍している。授

業中は積極的に発言し、様々な学習に対して意欲的に取り組む生徒たちである。「データの活用」の領域

の学習においては、新聞やテレビなど、グラフを目にする機会がたくさんあり、その中で、表や棒グラフ

についての読み方が自然と身についている姿が見られる。 

系

統

観 

本グループは中学部２段階のデータの活用を学習するグループである。 

 

 

 

 

生活場面でグラフを目にする機会があり、絵グラフや棒グラフ、生徒によっては折れ線グラフの読み取

りや数値の比較ができるようになってきている。しかし、読み取る項目が増えると「そのグラフは何を表

しているか」と迷う姿が想定される。そこで、本題材では、記録から、二次元の表や棒グラフを作成し、

考えたり、比較したりできるようになってほしいと考える。 

指

導

観 

題材のはじめに、表や棒グラフの読み取り方や表し方などを基本的な内容を指導する。それができるよ

うになったら、読み取る項目を増やし、二次元の表を作成したり、二次元の表から棒グラフに表したりす

る学習を行う。問いに対して迷うことがないよう、教師と一緒に仕方を確かめながら、段階的に伝えてい

く。また、データを活用できるよう、表やグラフから、気づいたことやわかったことを考え、記述し、気

づいたことやわかったことを基に、追加の資料と照らし合わせ、原因や理由を話し合う活動に取り組む。 

教

材

観 

本教材では、生徒に身の回りの記録やデータの情報を表にまとめ、自分で考えたり、伝えたりする活動

に取り組んでほしい。何気なく見ている情報に疑問をもち、考えることは、物事に関心や疑問をもつこと

につながる。これは、普段、情報を扱う本グループの生徒たちにとって、情報を活用する上で大事である

と考える。扱う記録やデータに関しては、「年代別の主要な病気」、「交通事故について」、「学年別の好きな

○○」、「地域別の果物の収穫量」など生活に身近なものを扱う。 

（２）生徒の実態と指導の方向 

生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

【一般的な実態】 ＣＡ：13 

・不安定になると、集団からはなれようとすることがある。 

【指導方法に関わる実態】 

・教師が問題の間違いを伝えると、目元が潤み、不安気な顔で黙る。 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

・仕方がわかると自ら進んで、取り組む。 

【本題材に関する実態】 

＜知識及び技能＞ 

・一次元の表を作成する際、数を数えて、表に正しく記入することができる。 

・記録やデータを見て二次元の表を作成するとき、読み取った内容を異なる項目に数字を記入する。 

・棒グラフを見て、どちらの数がどれだけ多いか問われたとき、各項目の数を足して書く。 

・その他の項目を含む棒グラフから合計を求めるとき、その他以外の各項目の数を足して、答える。 

・表から棒グラフをかくとき、どこに棒を書けばよいか迷い、異なる項目に棒をかく。 

身の回りのデータを簡単

な記号に置き換えて表

し、比較して読み取る 

身の回りにある数量や簡単

な表をグラフに表したり、

読み取ったりすること 

データを日時や場所などの観

点から分類及び整理し、表や

棒グラフで表し、読み取る 

データを二つの観点から分類及

び整理し、折れ線グラフで表し

たり、読み取ったりすること 



 

 

 

 

Ｂ 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

・２つの棒グラフを見て、気がついたことを書くように伝えると、手が止まる。 

【指導の方向】 

一次元の表や棒グラフの読み取りはおおむねできている。しかし、二次元の表では項目の示すところが

わからくなり、誤った数値を記入することがある。そこで、二次元の表について理解し、棒グラフで表し、

表やグラフから大小や変化、差などに気づき、答えることができるようにしたい。表に異なる数字を書い

た場合は、教師が仕方を提示して確かめる。また、二次元の表や棒グラフから考えるとき、どのような部

分を見て、比較するとよいか、問いかけながら学習を行う。 

Ｉ 

【一般的な実態】 ＣＡ：15 

【指導方法に関わる実態】 

・解き方がわかるようになると、次々に問題を解こうとする。 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

・授業中、興味のない内容であったり、解き方がわからなったりすると目を閉じることがある。 

・授業中は積極的に挙手をし、発言をする。 

【本題材に関する実態】 

＜知識及び技能＞ 

・記録を見て、二次元の表を作成するとき、表に正しく記入することができる。 

・二次元の表から、棒グラフを作成するとき、表題とは異なる棒グラフを作成する。 

・棒グラフから、どちらの数がどのくらい多いのか問われたとき、異なる数字を書く。 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

・２つの棒グラフを見て、気がついたことを記述するように伝えると、手が止まる。 

【指導の方向】 

実態とこれまでの学習を踏まえ、一次元の表や棒グラフを読み取ったり、表現したりとできると考える。

しかし、実態より二次元の表になると、情報が増え、わからなくなる。そこで、二次元の表について理解

し、棒グラフで表し、表やグラフから大小や変化、差などに気づき、答えることができるよう指導する。

教師と二次元の表の見方を整理しながら確認し、二次元の表や棒グラフから、わかったことや気づいたこ

とを考えるときには、どのような部分を見て、比較すればよいか、教師が問いかけながら学習を行う。 

Ｅ 

【一般的な実態】 ＣＡ：14 

・ひとり言を言って、話しを聞いているときがある。 

【指導方法に関わる実態】 

・定規で、縦の線を引くとき、定規を置く位置がわからなくなるときがある。 

・どちらの方法がよいか問題を解きながら尋ねると、自分で考え、解きやすい方法を選ぶ。 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

・授業中は積極的に発言をし、意欲的に取り組む。 

【本題材に関する実態】 

＜知識及び技能＞ 

・一次元の表を作成する際、数を数えて、表に正しく記入することができる。 

・記録やデータを見て、二次元の表を作成するとき、どのように書いてよいかわからないと言う。 

・一次元の表を見て、棒グラフをかくとき、異なるめもりの棒をかく。 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

・２つの棒グラフを見て、気がついたことを記述するように伝えると、手が止まる。 

【指導の方向】 

二次元の表になると、数値がどの項目を示すかわからなくなる。そこで、二次元の表について理解した

り、棒グラフに表現したりできるようしたい。また、表やグラフから大小や変化、差などに気づき、その

結果から、原因や理由を考えることができるよう指導していく。はじめは教師がことばをかけて、思考を

促し、段階的に自分で考え、判断できるように学習を進める。 

 

Ａ 

 

【一般的な実態】 ＣＡ：13 

【指導方法に関わる実態】 

・はじめて見た問題は、「どういうこと」と言い、手が止まる。 



 

３ 題材目標  ※「知識及び技能」を「知」、「思考力・判断力・表現力等」を「思」で示している 

題材目標 学習指導要領の扱う内容 

Ｂ 

・ 

Ｉ 

知 

二次元の表から、決められた表題に合わせた内容を棒グラフに

表すとき、二次元の表から表題に合う情報と棒グラフの書き方

がわかり、二次元の表から値を読み取り、めもりの数、単位、

項目を入れ、棒グラフを正しく作成する 

中学部 ２段階 

【知識及び技能】 

(ア)㋐データを日時や場所などの観点から分

類及び整理し、表や棒グラフで表した

り、読んだりすること。 

【思考力・判断力・表現力等】 

(イ)㋐身の回りの事象に関するデータを整理

する観点に着目し、表や棒グラフを用い

ながら、読み取ったり、考察したり、結

論を表現したりすること。 

【学びに向かう力・人間性等】 

(ウ)データの活用に進んで関わり、数学的に表

現・処理するとともに、数学で学んだこと

のよさを理解し、そのことを生活や学習に

活用しようとする態度を養う。 

思 

二次元の表や棒グラフから、理由について問われるとき、わか

ったこと、気づいたことの中から、なぜ、この結果になったか

を考え、理由を記述する 

Ｅ 

・ 

Ａ 

知 

二次元の表から、決められた表題に合わせた内容を棒グラフに

表すとき、二次元の表から表題に合う情報と棒グラフの書き方

がわかり、二次元の表から値を読み取り、めもりの数、単位、

項目を入れ、棒グラフを正しく作成する 

思 

二次元の表や棒グラフを見て、原因や理由について記述すると

き、わかったこと、気づいたことの中から記述する視点を決

め、原因または理由について記述する 

全 学 

表や棒グラフのよさに気づいたり、生活の中で様々なことが表

で表されていることを知ったりして、様々な情報を知ることに

興味関心をもち、生活の中で活用する 

４ 題材計画  ※資料末尾にＡ３別紙で記載 

５ 本時案（全９時間の５時間目） 

（１）題目 『考えよう！データ研究員！』で、二次元の表や棒グラフから、気づいたことやわかったことを 

記述しよう 

（２）本時のめあてと評価基準 

観点別の本時のめあて 評価基準 

Ｂ 

・

Ｉ 

知 

二次元の表から、決められた表題に合わ 

せた内容を棒グラフに表すとき、二次元 

の表の線で囲んだ部分から棒グラフへの 

書き方がわかり、二次元の表の値を読み 

取り、めもりの数、単位、項目を入れ、 

棒グラフを正しく作成する 

年ごとの年齢別の交通事故数の表から、2020年の年齢別 

の交通事故数、2015年の歩行中年齢別の交通事故数、年ご 

との歩行中10歳から19歳の交通事故数を棒グラフに表 

すとき、表の囲まれた部分の値を読み取り、めもりの数、 

単位、項目を入れ、棒グラフを正しくかく 

※教師の支援なし（上記の問題３問中３問正答） 

思 

二次元の表をもとに作成した棒グラフか

ら、わかったこと、気づいたことを記述

するとき、棒グラフを見て、比較する部 

二次元の表や棒グラフから、わかったこと、気づいたこと 

を記述するとき、二次元の表や棒グラフを見て、比較する 

部分を判断し、考え、「年ごとの最大値や最小値の項目」、 

Ａ 

＜学びに向かう力・人間性等＞ 

・教師の問いかけに積極的に答える。 

【本題材に関する実態】 

＜知識及び技能＞ 

・記録やデータを見て、二次元の表を作成するとき、どのようにかいてよいかわからないと言う。 

・棒グラフや折れ線グラフの数値を問われたとき、正しく答える。 

・一次元の表を見て、めもりの数、単位、項目を入れ、棒グラフを正しく作成する。 

＜思考力・判断力・表現力等＞ 

・２つの棒グラフを見て、気がついたことを記述するように伝えると、手が止まる。 

【指導の方向】 

数値の読み取りができても、比較したり、考えたりして、表やグラフの大小や変化、差などに気づくこ

とができていない。そこで、表やグラフから気づいたことやわかったことは何かを考えることができるよ

うにする。また、気づいたことやわかったことの中から、そのような結果になった原因や理由を考えるこ

とができるようにする。そのため、情報を比較する視点を伝えたり、原因や理由を考えたりすることがで

きるように、グラフに関する追加資料を提示して学習を進める。 



 

（３）場面設定と準備物 

場面設定 意図と工夫点 

  

 

 

 

 

場面設定は２つ。①は、前に立っている教師の話が 

聞いて考えて取り組めるように、生徒全員が黒板側を

注目できる配置にしている。②は、わかったこと、気

づいたこと、棒グラフを発表するとき、友だち同士で

考えを共有しやすいように配置している。 

準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教具名 ワークシート 

意図と用途 

二次元の表から棒グラフに表すことができるように、

今日のデータから棒グラフに表す活動で使用する。 

教具名 今日のデータ 

意図と用途 

本時の授業で扱う表や記録。本時は、「年ごとの歩

行中の年齢別交通事故数のグラフ」を扱う。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

教具名 研究員シート 

意図と用途 

表やグラフから比べたり、考えた

りして、分析したことを書けるよう

に、データからわかったこと、気づ

いたことを記入する。 

教具名 研究員カード 

意図と用途 

達成感を味わうことができるように、

わかったこと、気づいたことを発表する

ことができたら、カードにスタンプを押

して使用する。 

教具名 棒グラフ秘伝の書 

意図と用途 

棒グラフのかき方が確認で

きるように、授業のはじめに、

棒グラフを作成する中で確認

するために使用する。 

（４）展開  ※資料末尾にＡ３別紙で記載 

Ｂ 

・

Ｉ 

思 
分を判断し、わかったことや気づいたこ

とを記述する 

「年ごとの変化」、「年齢ごとの値の差」などのわかった

こと、気づいたことを記述する 

Ｅ 

・ 

Ａ 

知 

二次元の表から、決められた表題に合わ

せた内容を棒グラフに表すとき、二次元

の表から表題に合う情報と棒グラフの書

き方がわかり、表の値を読み取り、めも

りの数、単位、項目を入れ、棒グラフを

正しく作成する 

年ごとの年齢別の交通事故数の表から、2020年の年齢別 

の交通事故数、2015年の歩行中年齢別の交通事故数、年ご 

との歩行中10歳から19歳の交通事故数を棒グラフに表 

すとき、表の値を読み取り、めもりの数、単位、項目を入 

れ、棒グラフを正しくかく 

※教師の支援なし（上記の問題３問中３問正答） 

思 

二次元の表をもとに作成した棒グラフか 

ら、わかったこと、気づいたことを記述 

するとき、棒グラフを見て、比較する部 

分を判断し、わかったことや気づいたこ 

とを記述する 

二次元の表や棒グラフから、わかったこと、気づいたこと 

を記述するとき、二次元の表や棒グラフを見て、比較する 

部分を判断し、考え、「年ごとの最大値や最小値の項目」、 

「年ごとの変化」、「年齢ごとの値の差」などのわかった 

こと、気づいたことを記述する 

全 学 Ａ３資料「４ 題材計画」に記述した主体的な姿が見られるかどうかで題材終了後に評価をする 

①

Ｔ１

Ｉ Ａ

Ｂ Ｅ

Ｔ２

黒板

②

Ｔ１

Ｉ

Ａ

Ｂ

Ｅ Ｔ２

黒板



 

４ 題材計画 

 一次 二次 三次 

 時数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 9 

Ｂ 

・ 

Ｉ 

知 

技 

場面 
一次元の表を見て棒グラフに 

表すとき 

２つの一次元の表を、

二次元の表に表すとき 

記録から、表題を見て、

二次元の表に表すとき 

二次元の表から、決められた表題に合わせた内容を棒グラフに表すとき  

できた姿 

教師のことばかけを聞いて、グラフに

めもりの数、単位、項目、表題を入れ、

棒グラフを正しく作成する 

教師のことばかけを聞

いて、二次元の表の空

欄に数字を記入する 

教師のことばかけを聞

いて、決められた表題

の二次元の表を作成す

る 

二次元の表の線で囲んだ部分から値を

読み取り、めもりの数、単位、項目を入

れ、棒グラフを正しく作成する 

二次元の表から値を読み取り、めもりの数、単位、 

項目を入れ、棒グラフを正しく作成する 

思 

判 

表 

具体的 

状況 

 二次元の表や棒グラフから、わかったことや気づいたことを記述するとき 二次元の表や棒グラフから、理由について、 

問われるとき 

表出像 
二次元の表や棒グラフを見て、比較する部分を判断し、わかったこと、 

気づいたことの意見を記述する 

わかったこと、気づいたことの中から、なぜ、 

この結果になったかを考え、理由を記述する 

Ｅ 

知 

技 

場面 
一次元の表を見て棒グラフに 

表すとき 

２つの一次元の表を、

二次元の表に表すとき 

記録から、表題を見て、

二次元の表に表すとき 

二次元の表から、決められた表題に合わせた内容を棒グラフに表すとき  

できた姿 
グラフにめもりの数、単位、項目、表

題を入れ、棒グラフを正しく作成する 

二次元の表の空欄に数

字を記入する 

決められた表題の二次

元の表を作成する 

二次元の表から値を読み取り、めもりの数、単位、項目を入れ、 

棒グラフを正しく作成する 

思 

判 

表 

具体的 

状況 

 

 

二次元の表や棒グラフから、わかったことや気づいたことの

意見を記述するとき 

二次元の表や棒グラフから、理由に

ついて問われるとき 

二次元の表や棒グラフを見て、

原因や理由について記述すると

き 

表出像 

二次元の表や棒グラフを見て、比較する部分を判断し、わか

ったこと、気づいたことの意見を記述する 

わかったこと、気づいたことの中か

ら、なぜ、この結果になったかを考

え、理由を記述する 

わかったこと、気づいたことの

中から記述する視点を決め、原

因または理由について記述する 

Ａ 

知 

技 

場面 
一次元の表を見て棒グラフに 

表すとき 

２つの一次元の表を、

二次元の表に表すとき 

記録から、表題を見て、

二次元の表に表すとき 

二次元の表から、決められた表題に合わせた内容を棒グラフ

に表すとき 

 

できた姿 
グラフにめもりの数、単位、項目、表

題を入れ、棒グラフを正しく作成する 

二次元の表の空欄に数

字を記入する 

決められた表題の二次

元の表を作成する 

二次元の表から値を読み取り、めもりの数、単位、項目を入

れ、棒グラフを正しく作成する 

思 

判 

表 

具体的 

状況 

 

 

二次元の表や棒グラフから、わかったことや気づいたことの

意見を記述するとき 

二次元の表や棒グラフから、理由に

ついて問われるとき 

二次元の表や棒グラフを見て、

原因や理由について記述すると

き 

表出像 

二次元の表や棒グラフを見て、比較する部分を判断し、わか

ったこと、気づいたことの意見を記述する 

わかったこと、気づいたことの中か

ら、なぜ、この結果になったかを考

え、理由を記述する 

わかったこと、気づいたことの

中から記述する視点を決め、原

因または理由について記述する 

主体的な姿 

粘り強さ 

 

学習調整 

□教師からの問いに、考えたり、答えたりしようとする  □自らプリントを解く  □不正解のときは、自分でもう一度、問題を解く    □グラフや表を見て、自分の思いや考えを伝えようとする  

□自ら、挙手をして発言する              □わからないときは、教師に質問する               

□教具を使うか使わないか自分で判断する        □不正解の理由が分からないとき、なぜ、間違いなのかを尋ねる                      

配慮的に扱う内容 〇グラフの名称や種類  〇表の名称  〇「その他」の項目について  〇表の利点について  〇グラフの利点について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）展開 

学習活動 
教師の意図と働きかけ 

Ｂ Ｉ Ｅ Ａ 

１．前時で学習したことを

振り返り、本時で学習

することを確認する。 

 

２．二次元の表を見て、棒

グラフを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の学習内容を振り返り、二次元の表から棒グラフの表し方とどの情報からどの棒グラフができるかを確認するために、前時で扱った二次元の表と棒グラフを示す。 

○本時の学習活動に見通しをもてるように、板書された黒板を指し示し、本時の活動を伝える。 

 

 

○本時で扱うデータに関心をもてるように、交通事故についての話をした後、二次元の表のグラフを見せる。 

○表題を見て、二次元の表から抜き出す情報と棒グラフの書き方を確認するため、教具「棒グラフ秘伝の書」を見ながら、教師と一緒に棒グラフを作成する。 

○二次元の表から棒グラフに表すことができるように、年ごとの歩行中の年齢別交通事故数の表の囲んだ部分から、

表題に合う棒グラフを作成するよう伝え、様子をみる。正しく作成することができた場合には、二次元の表から棒グ

ラフへのかき方がわかったことを認める。 

○二次元の表から棒グラフに表すことができるように、年ごとの歩行中の年齢別交通事故数の表から、

表題に合う棒グラフを作成するよう伝え、様子をみる。正しく作成することできた場合には、二次元

の表から表題に合うための情報と棒グラフのかき方がわかったことを認める。 

・棒グラフに異なる数値の棒を書いた場合には、表の項目の数

値と棒グラフの項目の棒が同じになることがわかるように、

棒グラフの棒と表の数値が同じかどうかの確認の仕方を問

う。 

・縦軸に記入する数値がわからない場合には、縦軸のめもりの

とり方がわかるように、表の数値を確認し、一番多い数を表

せるようにする必要があることを伝え、一緒に記入する数値

を考える。 

・縦軸の１めもり分の数を大きく記入する場合には、大きく目

もりをとるとどのようなグラフになるかわかるように、別の

用紙にグラフを示し、このグラフの棒の大きさは適切か問い

かける。 

・棒グラフの縦軸の単位を間違えた場合には、縦軸がなにを表

しているかの理解できるよう、縦軸と横軸の示すものを表と

照らして見ることでどこを見るとよいかわかるようにする。 

・表の中の数値が何を表しているかわからない場合

には、表の見方がわかるように、教師が指さしをし

ながら、表頭と表側を確認し、「この項目は、○○

○（表頭）の△△△（表側）の数」と数値が何を表

すのか尋ねる。 

・棒グラフに異なる数値の棒を書いた場合には、表の

項目の数値と棒グラフの項目の棒が同じになるこ

とがわかるように、棒グラフの棒と表の数値が同

じかどうかの確認の仕方を問う。 

・縦軸の１めもり分の数を大きく記入する場合には、

大きく目もりをとるとどのようなグラフになるか

わかるように、別の用紙にグラフを示し、このグラ

フの棒の大きさは適切か問いかける。 

 

 

・棒グラフの横軸に違う年代の値を記入した場合に

は、表題が示す棒グラフが理解できるよう、棒グ

ラフの表題を確認し、かいた棒グラフの棒が示し

ている数値は何かを尋ねる。 

・棒グラフの棒を正しく書くことができない場合に

は、棒グラフの棒のかき方がわかるように、定規

をあてて、棒をかく方法はどうだったか尋ね、確

認する。 

・棒グラフの項目の上に棒を書くことができない場

合には、棒をどの位置にかく必要があるかわかる

ように、見本の棒グラフを示す。 

 

・棒グラフの横軸に違う年代の値を記入した場

合には、表題が示す棒グラフが理解できるよう

に、棒グラフの表題を確認し、表のどの情報を

抜き出せばよいか確認する。 

・表の中の数値が何を表しているかわからない

場合には、表の見方がわかるように、教師が指

さしをしながら、表頭と表側を確認し、「この

項目は、○○○（表頭）の△△△（表側）の数」

と数値が何を表すのかを尋ねる。 

・棒グラフの縦軸の単位を間違えた場合には、縦

軸が何を表しているかの理解できるように、縦

軸と横軸の示すものを表と照らして見ること

でどこを見るとよいかわかるようにする。 

 

３．二次元の表や棒グラフ

を見て、気づいたこと

やわかったことを研究

員シートに記入する。 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

○表やグラフから比べたり、考えたりして分析することができるように、二次元の表や作成した棒グラフを見て、気づいたことやわかったことを研究員シートに記入するように伝え、様子をみる。比較する部分を自分で判

断し、考えることができた場合にはみとめのことばをかける。 

・研究員シートに記入せず、手が止まった場合には、気づいた

ことやわかったことの考え方がわかるように、二次元の表や

棒グラフの見方を確認し、多い・少ないを比較し、わかった

ことを記入するよう伝える。 

・考えて、記入した内容と二次元の表や棒グラフなどのデータ 

の事実と異なる場合には、データに基づく必要性がわかるよ

うに、記述した内容と比較した数値を教師と一緒に確認す

る。 

・研究員シートに記入せず、手が止まった場合には、

気づいたことやわかったことの考え方がわかるよ

うに、二次元の表や棒グラフの見方を確認し、数値

の多い・少ない部分に着目し、考えるように伝え

る。 

・「どれを比べるかわかりません」などと言った場合

には、比べる数値を考えることができるように、二

次元の表の数値を１つ選ぶようにし、もう１つの

数値を教師が示して比較し、考えるように伝える。 

・表に記入せず、手が止まった場合には、考えやすくするために、どの部分を見て考えているかを確認

し、その部分は他の部分と比べ、値がどのようになっているのか尋ねる。 

・１つの棒グラフを見て、考えている場合には、比較の仕方がわかるように、２つのグラフを比較する

と違いがわかることを伝え、もう一度考えるように伝える。 

・棒グラフの比較だけで、記述している場合には、表からも比較できることに気づくように、表は一目

見て全体の数値がわかることを伝え、考えるように伝える。 

○気づいたことやわかったことを友だちと共有するために、互いに発表するよう伝える。 

○発表した内容が合っているかの確認と整理をするために、グラフを見ながら、発表で出てきた内容をまとめる。 

○データを読み取れた達成感を味わうことができるように、研究シートに記入し、発表することができたら、研究カードにスタンプを押す。 

 

４．本時の学習内容を振り

返り、次時への意欲を

もつ。 

○本時で学習したことを振り返るために、本時のめあて活動を確認し、頑張ったことや考えたことなどを認める。 

○次時への意欲がもてるように、次時で扱うデータの内容を伝え、本時を終える。 

 


